
別紙３ 
ウ 検査を受ける人への説明書 ④ 

ツベルクリン反応検査 

何がわかりますか？ 

 結核菌の感染を受けているかどうかがわかります。 

 

検査の流れ 

① 1か月以内に予防接種を受けている人や、最近病気をした人は、その旨お知らせください。 

② 前腕部に注射器でツベルクリン液を入れます。 

③ 注射部位は、触らないようにしてください。 

※中の液が、外に出てしまうと正しい検査ができません。 

④ 当日の入浴は可能ですが、注射部位はこすらないようにしましょう。 

⑤ ４８時間後に注射部位の反応を確認します。 

例）月曜日にツベルクリン反応検査をした場合、水曜日の同じ時間に反応を確認する。 

 

          

 

 結果は下記の判定でお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 結果によって、今後の健診の予定をお知らせします。 

 

 

    

陰性   感染はなかったと思われます。 

   でも、かぜ症状があるときには、受診をしてください。  

 

陽性   BCG接種歴のない人―  感染しています。  

胸部エックス線検査を実施し、陰影があれば結核の治療をします。 

陰影がなければ、発病予防の治療をします。 

     BCG接種歴のある人―  感染の可能性があります。 

      胸部エックス線検査を実施し、今後の対応を決定します。 


